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（個人旅行お客様ご案内用） 

＜ご旅行行程表＞ 

■プラン名 
金属に美しいガラス質の釉薬を焼き付ける伝統工芸 

「尾張七宝」の七宝焼作り体験 

■集合場所 
あま市七宝焼アートヴィレッジ受付カウンター 

（愛知県あま市七宝町遠島十三割 2000 TEL：052‐443‐7588） 

■開始時間 □ 10:00～   □ 13：00～   □ 14：00～   □ 15：00～ 

■その他 

（注意事項等） 

・あま市七宝焼アートヴィレッジ受付カウンターにてお名前をお伝えいただき受付し

てください。（七宝焼作り体験に参加の旨をお伝えください） 

・開始時間の 10分前までにお越しください。到着時刻が遅れる場合は上記までご連絡

ください。 

・七宝焼体験（90分コース）は 1,500 円の作品（ブローチ、ペンダント等）の制作体

験となります。2,000 円の作品をご希望の場合は現地払い 500 円税込にて対応可能

です。（別紙参照） 

・体験終了後に七宝焼ストラップ（非売品）ならびにショップ 5％割引券をお渡しい

たします。ショップ割引券は七宝製品のみの割引となります。（グッズ等対象外） 

・制作した七宝焼は当日お持ち帰りいただけます。（お客様の状況により多少お待ちい

ただく場合がございますので予めご了承ください） 

■取消料 
旅行開始日の前日から起算して 

3 日から前日まで：20％、当日（開始前）：50％、旅行開始後無連絡不参加：100％ 

■当日の 

緊急連絡先 

あま市七宝焼アートヴィレッジ   TEL：052‐443‐7588 

営業時間 ／ 9：00～17：00 

定休日  ／ 毎週月曜日、祝日の翌日（翌日が月曜の場合はその翌日） 

■旅行企画実施 
三重交通(株)観光販売システムズ   TEL：052‐253‐6324 

営業時間 ／ 10：00～18：30 

 

              ＜2023 年 4月 1日～ 2024 年 9 月 30 日＞  
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■体験内容  ※1,500 円の作品を制作できます。2,000 円の作品は追加代金 500 円（現地払い）が必要です 
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■お客様へのご案内 

 

■アクセス 

 

 

名鉄名古屋駅→（名古屋本線特急・名鉄岐阜行）→名鉄須ケ口
す か ぐ ち

駅→（名鉄津島線普通・弥富行）→名鉄木田駅 

 9：27 発                   9：33 着/9：36 発             9：42 着 

◆所要時間：15 分（乗車 10 分）  ◆料金：大人 300 円 

●名古屋駅より車で約 20 分（西へ 10km） 

 （駐車場無料） 

●名鉄津島線「七宝」駅下車 徒歩約 25 分 

●名鉄津島線「木田」駅下車 タクシーにて  

約 5 分 

●名鉄バスセンターより津島線「安松」下車  

徒歩約 15 分 

●あま市巡回バスの各停留所より来場可能 

 （火・金・日曜日に限る）※詳細は「あま

市巡回バス」にてお調べください。※甚目

寺バス停が便利です。 

 

【住所・電話番号】 

〒497-0002 

愛知県あま市七宝町遠島十三割 2000 

TEL： 052-443-7588 
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■七宝焼アートヴィレッジのご案内 

あま市 七宝焼アートヴィレッジ 

外観 

常設展示室 

体験風景 

 

 

伝統的工芸品として知られる愛知県の七宝焼“尾張七宝”

について、見て、触れて、学んで、体験できる総合施設。「七

宝焼ふれあい伝承館」には、七宝焼の作品や製作道具など

を紹介する展示室、製作工程の見学や製作体験ができる工

房、ショップやカフェ、各種イベントを開催する交流ホー

ルがあり、楽しみながら七宝焼を学ぶことができる。屋外

の「ふれあい広場」もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手軽にオリジナルの七宝焼作りが楽しめます。その場で持

ち帰ることができるのも魅力。 

 

 

 

 

 

 

 

■七宝焼のご案内 

七宝焼 

 

 

 

 

 

「七宝焼」（しっぽうやき）とは，金・銀・銅などの金属の

下地の上に釉薬を乗せて高温で焼成する工芸品で、極めて

美しい美術品として「七宝焼」と呼ばれ、起源は古代エジ

プト・メソポタミア文明に遡ることができます。 

国の伝統的工芸品にも指定されている「尾張七宝」は、江

戸時代の終り頃に名古屋市に住んでいた梶常吉によって作

り始められました。その技術が広まり七宝町を含む尾張地

方は日本の七宝製造の中心地となります。日本の七宝は、

19 世紀半ばから始まった万国博覧会への出品を通じて、世

界に知られるようになりました。 

 


